
 
 
 
 

 

 
2010 年 11 月 11 日／No.36取材のご案内 

 

■ 小学生から大学院生、近隣住民あわせて約７００人が参加予定 ■ 

地震避難訓練「関大ミューズ防災Day２０１０ 

～広がれ！みんなの安全・安心！～」を実施 
日 時 ： １１月１７日（水）１１時３０分～   場 所 ： 高槻ミューズキャンパス 

 
関西大学では１１月１７日（水）、高槻ミューズキャンパスにおいて、キャンパス内の児童・生

徒・学生・教職員・近隣住民を含む一般市民を対象とする、地震避難訓練「関大ミューズ防災Day
２０１０ ～広がれ！みんなの安全・安心！～」を実施します。 

 
訓練では、授業中に高槻有馬構造線を震源地とするマグニチュード７.３の巨大地震が発生した

と想定し、避難や安否確認、初期消火等の訓練を行うほか、本学オリジナルの「地震対応マニュア

ル」に基づく対策本部設置シミュレーション訓練を実施します。 
また、高槻市消防本部によるタンク車を用いた放水訓練や、はしご車による１０階空中広場から

の救出訓練なども同時に行います。 
 
本年４月に開設した高槻ミューズキャンパスは、初等部、中等部、高等部と、防災・減災対策や

事故防止、危機管理分野の教育研究を展開する日本初の社会安全学部および大学院社会安全研究科

を有するキャンパスで、高槻市が提唱する「安全・ 安心のまちづくり」に寄与するため、施設に

防災機能を備えるとともに、災害時の緊急避難場所としての役割を担っています。 
 

記 
１ 日 時  １１月１７日（水）１１：３０～ 【報道受付 １０：３０】 

＜地震避難訓練＞  １１：３０～１２：４０ 
１１：３０に地震音を放送し、避難訓練や消火訓練、はしご車による救出訓練

などを並行して実施します。（訓練項目の詳細は次頁を参照してください。） 
＜対策本部シミュレーション訓練＞ １３：３０～１５：００（予定） 
本学オリジナルの「地震対応マニュアル」に基づき、危機対策本部におけるシ

ミュレーション訓練を実施します。 
２ 場 所  関西大学高槻ミューズキャンパス（高槻市白梅町７－１） 
３ 参加者  小・中・高・大・大学院生、教職員、近隣住民ら約７００人 

以 上  
 

06-6368-0201 

木村、北谷、小野、常田 
 
 
 



■ 地震避難訓練 想定状況 詳細 
１１月１７日１１時３０分頃、高槻有馬構造線活断層を震源地としてマグニチュード７．３の巨大地

震が発生し、高槻市内においても震度６強を観測、市内各地で重大な被害が発生した模様。 
関西大学高槻ミューズキャンパスにおいても、外壁、窓ガラス、看板の一部が落下、建物内では、書

棚、キャビネット、照明器具が転倒落下し、数名の負傷者が発生した。 
また、西館８階リフレッシュコーナー付近から出火し、逃げ遅れた学生２名が１０階空中広場北面付

近で助けを求めている。 
キャンパス近隣の地域住民にも負傷者が発生し、キャンパス内に設けられた応急救護所での応急処置

を求め来校しつつある。 
 

■ 地震避難訓練 訓練項目 
(１)  グラウンドへの避難誘導訓練（１１：３０～） 

キャンパス内の小・中・高・大・大学院生・教職員および食堂や児童図書館など施設を利用中の一

般市民を対象として実施。キャンパス近隣住民にも高槻市役所を通じて事前周知し、避難訓練の参

加を要請。 
小・中・高校生は担任による点呼、大学・大学院生は安否確認シートの配布・回収を通じて避難完

了を確認する。終了後、清水信義高槻市北消防署長、河田惠昭社会安全学部長ならびに、米津俊司

中等部･高等部校長から講評。 
 
(２)  通報訓練（１１：４０ごろ） 

自衛消防隊・通報連絡班が被害状況の把握・情報収集を行い、西館８階からの出火と負傷者の状況

を消防機関および対策本部に通報。 
 
(３) 自衛消防隊による初期消火訓練（１１：４５ごろ） 

自衛消防隊・初期消火班が、西館８階リフレッシュコーナー前に設定された模擬火点に向かい、屋

内消火栓からホースを展長し消火活動を開始。 
 
(４) 高槻市消防による、はしご車を用いた要救助者２名救出訓練（１１：５５ごろ） 

建物北側にはしご車を配置し、消防隊員が１０階空中広場北面付近に取り残された要救助者２名を

地上まで救出。 
 
(５) 高槻市消防による、タンク車を用いた放水訓練（１２：０５ごろ） 

タンク車を配置し、消防隊員が８階連絡通路北面付近から噴霧注水を実施。 
 
(６) 要救護者（学生と近隣住民）の応急処置訓練（１２：１０ごろ） 

はしご車で救出された２名を含む学生と、事前に協力を要請している近隣からの避難住民に応急処

置を実施。 
要救護者を重症度と緊急性によって分別し、はしご車救出の患者を搬送車にて病院搬送。 

 
(７) 対策本部シミュレーション訓練（１３：３０～） 

 地震発生を想定し、情報収集、避難行動や救助活動等の実効性を高めるためのシミュレーション

訓練を実施。対策本部の設営場所は西館２階マルチミーティングルーム。 



■ 地震避難訓練 タイムスケジュール 
 
時 間 内 容 場 所 

１１：３０ 地震発生（地震効果音放送：約1分間） 
１１：３５ グラウンドへの避難誘導訓練開始 

キャンパス全域 

１１：４０ 消防等への通報訓練  
１１：４５ 自衛消防隊による初期消火訓練（模擬） 西館８階リフレッシュコーナー 
１１：５５ はしご車による救出訓練 １０階空中広場から救出 
１２：０５ タンク車による消火訓練 ８階連絡通路北面から噴霧 
１２：１０ 救護訓練開始 グラウンド応急救護所 
１２：３０ 高槻市との避難訓練終了 グラウンド 

１２：４０ 

講評 清水信義高槻市北消防署長 
河田惠昭社会安全学部長 
米津俊司中等部･高等部校長 

※終了後、３名を対象とした囲み取材を予定しています。

グラウンド 

１３：３０ 対策本部シミュレーション訓練開始 西館２階マルチミーティングルーム 

 
■ 取材に関するご案内 

(１) 報道受付は１０時３０分から正門前（下図参照）で行います。 
その際、取材に関する詳細をご説明いたします。 

(２) 駐車場がありませんので、車でお越しになる場合、近隣の駐車場をご利用ください。 
(３) 各社の社章（腕章）をご用意ください。 
(４) 避難訓練終了後、１２時５０分頃から清水信義高槻市北消防署長、河田惠昭社会安全学部長なら

びに、米津俊司中等部･高等部校長の囲み取材を予定しています。 
(５) 取材可能な場所は、教室（※当日ご案内します）、グラウンド（避難地点）、１０階空中広場（は

しご車による要救護者確保地点）および対策本部（１３：３０からのシミュレーション訓練開始後、

約３０分間のみ公開）です。 
 
■ 高槻ミューズキャンパス 案内図 

 

はしご車・タンク車

停車地点 

グラウンド 

（避難場所・応急救護所）

正 門 

（報道受付）

２階マルチミーティングルーム 

（シミュレーション訓練対策本部）
１０階空中広場 

（要救護者確保地点） 

８階連絡通路 

（噴霧注水地点） 




